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2050年までに、動物由来の未知感染症に

対するマネジメントシステムを構築し、

感染症にレジリエントな社会を実現する
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1国立感染症研究所ホームページより

今後発生するかもしれない未知の感染症に対して
どのように備えていくべきか？

ポストコロナにおける社会



新興感染症における動物の重要性
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UNEP report (2020) “PREVENTING THE NEXT PANDEMIC”を改編

近年の感染症の多くは、野生動物から種を超えて拡散した病原体が原因である
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次々と報告される野生動物由来のウイルス
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野生動物と人社会の間をつなぐ飼育動物
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主な飼育動物

Johnson et al., (2020)

飼育動物が多様なウイルス系統を共有しており、病原体の仲介役となる



人獣共通感染症発生リスクが高い地域は？
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Allen et al., (2017)

人口分布、都市化、植生、土地利用の変化、生物多様性や気候変動等の要因等から、
日本を含む東南アジアが特にリスクが高い地域とされている。

ゆえに、日本においても将来未知の感染症が発生するリスクは決して無視できない



2050年の達成を目指す理想の社会
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人類・動物・環境が調和をもって共存し持続的に発展する未来

（ワンヘルスの実現、Sustainable Development Goalsとも一致する理念）

野生動物からの種を超えた未知病原体伝搬の根本原因を解決し、

リスクをマネジメント可能な社会の構築を目指す



理想の社会に向けた関連分野の課題の俯瞰
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未知病原体の伝播を引き起こす
根本原因の解決 ムーンショット目標4

「資源循環」

ムーンショット目標5

「食料供給」

ムーンショット目標2

「疾患の予測・予防」

野生動物が保有する未知病原体の監視

病原体を伝播させない家畜の飼育管理

環境問題、気候変動

エネルギー・資源問題、食糧問題

迅速な治療予防法の開発

検査体制の充実

本調査のターゲット！

環境分野で解決すべき課題

動物分野で解決すべき課題

医学分野で解決すべき課題

定期的な調査と監視体制の構築

リスク評価法の開発



目標達成に必要な動物分野の課題
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野生動物が保有する

病原体の把握 病原体が種の壁を
超えるメカニズムの理解

家畜動物における監視調査、
モニタリング情報の活用

病原体伝播リスクを

高める生態系変化の評価手法

環境・生態系における

病原体の共存状態の把握

人へのリスク評価



課題解決に向けたフローチャート
～科学技術的課題～
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フィールド調査の充実
（収集サンプルの質・量を向上）

複雑多様な情報を
包括的に解釈

リスクマネジメントの
手法を確立

環境DNAによる
生態系情報の取得

ウイルス分離
技術の効率化

野生動物の
ゲノム解読

ウイルス遺伝子
探索技術の開発

画像情報取得デバイス
画像判定ソフトウェア

データベース
連携技術の開発

新たな理論モデルの構築

多階層データ
分析手法の確立

サンプル保存法
現場での解析技術

得られる情報を
高解像度化

AI



課題解決に向けたフローチャート
～社会的課題～
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フィールド調査の充実
（収集サンプルの質・量を向上）

得られる情報を
高解像度化

複雑多様な情報を
包括的に解釈

リスクマネジメントの
手法を確立

必要な手続きの円滑な実施

バイオセーフティに
対応した設備の充実

異分野間の協力体制
途上国への援助

データベースの
継続的な運用

国際的な連携と情報の共有

サイエンスコミュニケーション

日本の国策としての取り組み

行政面での法規則の最適化

新たな価値観の醸成継続的な資金調達、人材育成

サイエンスコミュニケーション

データ運用のルール作り



なぜ今なのか？
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COVID-19の発生により、人医学分野では生体サンプルやウイルス等の生物資源や
関連情報を収集・保管する事業が開始され、対応する法改正も実施されている。

データ

人医学分野では、膨大なデータを活用した研究が盛んに実施されている

ポストコロナの今、野生動物や環境分野も将来に向けた基盤整備をするべき時

データ

本プログラムで
課題を解決

データ統合への課題

アウトプット

大学

病院

アウトプット
手法を模索



課題解決により、顕在化していない病原体伝播
リスクの全体像を把握可能に
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？

未知の要因

？

地理的要因

環境要因

動物間での
ネットワーク



2050年までのタイムライン
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2050年2021年 2030年 2040年

調査対象の大規模化

広範囲への理論の展開、一般化

既知病原体、限定的な
条件下での理論実証

研究協力体制構築

基盤技術の研究開発

サンプル収集・保管
体制の構築

既知病原体モデルの検証



2030年までのタイムラインと社会実装
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2021年 2030年

研究協力体制構築

基盤技術の研究開発

サンプル収集・保管
体制の構築

既知病原体モデルの検証

５年間のマイルストーン

1. サンプル収集に必要な協力体制を構築し、集めた材料や情報の保存・共有体制を整える

2. 既知病原体をモデルとして、「限定的な条件下で」人社会への病原体伝播リスクと
連動する環境要因や動物の情報を明らかにする

関連分野に適用可能な技術として発展応用

“環境中の感染症リスク“という観点で自然資本・生態系サービスの
価値を評価する基盤技術の1つとしての応用的な利用

The Economics of Biodiversity: 
The Dasgupta Reviewより

貴重な生物資源としての利用

既知病原体、限定的な
条件下での理論実証



2050年の達成を目指す理想の社会
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人類・動物・環境が調和をもって共存し持続的に発展する未来

（ワンヘルスの実現、Sustainable Development Goalsとも一致する理念）


